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論文

教育実習における教職志望学生の「目指す教師像」の変容

A Study about change in images of a teacher of the university 
students aspiring to become school teachers in the teaching practice

枝元　香菜子　　峯村　恒平
（Kanako EDAMOTO　Kohei MINEMURA）

Abstract：
In recent years, various policies related to “images of a teacher” are implemented 

regarding the state of the in-service training of teachers and the school teacher training 
courses to raise the teacher's quality. In this study, we aimed to examine the changes in 
“images of a teacher” through the teaching practice. In addition, we examined whether the 
participants’ aspiration for teaching profession at baseline can influence the changes in the 
image during the training period. We used a correspondence analysis and a co-occurrence 
network analysis to examine the images of a teacher of the participants. As a result, there 
were significant changes in images of a teacher through the training program. In addition, 
aspiration for teaching profession at baseline significantly influenced the changes in the 
images of a teacher. After the teaching practice, the image on relationships with others such 
as “getting trust” and “cooperation” emerged.

It was suggested that the students aspiring to become a school teacher have more 
concrete image of being a teacher through the teaching practice.
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１．はじめに
近年、新たな知識や技術の活用により社会の

進歩や変化のスピードが速まる中、教員の資質
能力向上は我が国の最重要課題であるとされて
いる。「教育は人なり」という言葉があるよう
に、教育は教師の力量に大きく左右されると
いっても過言ではない。子どもたちや保護者は
もとより、広く社会からも尊敬され、信頼され
る質の高い教師を養成・確保することは不可欠
である。

教職課程の見直しはこれまで何度も行われて
おり、平成20年に教育職員免許法が改訂され、

「学びの軌跡の集大成」としての教職実践演習
が導入された。ここでは、将来、教員になる上
で、自己にとって何が課題であるのかを自覚
し、必要に応じて不足している知識や技能等を
補い、その定着を図ることにより、教職生活を
より円滑にスタートできるようになることが期
待されている。また、平成24年 8 月の中央教育
審議会答申では、学校が抱える多様な課題に対
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応し新たな学びを展開できる実践的な指導力を
身に付けるためには、教員自身が探究力を持ち
学び続ける存在であるべきであるという「学び
続ける教員像」の確立が提言された。さらに、
平成27年12月の中央教育審議会審答申では、
これからの時代の教員に求められる資質能力と
して以下の内容が挙げられている。
• これまで教員として不易とされてきた資質

能力に加え，自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代
の変化や自らのキャリアステージに応じて
求められる資質能力を生涯にわたって高め
ていくことのできる力や，情報を適切に収
集し，選択し，活用する能力や知識を有機的
に結びつけ構造化する力。

• �アクティブ・ラーニングの視点からの授業改
善，道徳教育の充実，小学校における外国語
教育の早期化・教科化，ICTの活用，発達障
害を含む特別な支援を必要とする児童生徒
等への対応などの新たな課題に対応できる
力量。

• �「チーム学校」の考えの下，多様な専門性を
持つ人材と効果的に連携・分担し，組織的・
協働的に諸課題の解決に取り組む力。

これらのことから、教師の仕事は非常に専門性
が高いことが分かる。

様々な資質・能力を必要とされる中で、文部
科学省はあるべき教師像として 3 つの要素を
明示している。1 ．教職に対する強い情熱、2 ．
教育の専門家としての確かな力量、 3 ．総合的
な人間力である。これらについては一定の共通
理解が図られているものの、採用を請け負う自
治体の「求める教師像」はそれぞれ別途で設定
されている。例えば、埼玉県では「健康で、明
るく、人間性豊かな教師」「教育に対する情熱と
使命感をもつ教師」「幅広い知識と専門的な知
識・技能を備えた教師」、神奈川県では「人格的
資質と情熱をもっている人」「子どもや社会の
変化による課題を把握し解決できる人」「子ど
も自ら取り組むわかりやすい授業を実践できる
人」、東京都では「教育に対する熱意と使命感を
もつ教師」「豊かな人間性と思いやりのある教
師」「子どものよさや可能性を引き出し伸ばす
ことのできる教師」「組織人としての責任感、協
調性を有し、互いに高め合う教師」をそれぞれ

の自治体が求める教師像として挙げられてい
る。また、複雑性を有する教職の特性上、教師
は個々の経験から学び教師として成長していく
主体とみなされている（朝倉, 2014）ことを踏
まえると、経験から学び成長していく過程の中
で、教師の資質能力の向上や理想の教師像の明
確化が行われると考えられる。

教職課程の中において、特に教育実習が重要
な意味をもっていることは広く知られている。
教育実習は、実際に子どもと接して遊んだり、
授業を見学したり実践したりする体験を得るこ
とができと同時に、大学での学習を捉え直し学
び直す機会になり、新たな研究への関心や課題
を見出す貴重な場となっている。ゆえに、学生
はこの教育実習を通してさまざまな経験をする
ことで、より教職に対する想いや理想の教師像
について深めていると考えられる。しかしなが
ら、教員志望度と教師効力感との間に正の相関
があることが報告されている（西松, 2008、 山
口, 2010）。教員志望度によって、学びの深さや
得られた経験の価値づけが異なる可能性がある
と推測できる。これまでの教育実習に関する先
行研究は、教師効力感や教員志望度、教育実習
不安、子どもとの関わりについて選択式の質問
紙による量的な調査が多くみられる。記述式で
意識等を聞いている研究もいくつかみられる
が、これらは全てKJ法等質的な分析を行うに
とどまり、文章全体を計量的に解析し、どのよ
うな傾向があるかについて分析したものは見ら
れない。

そこで本研究では、教育実習前後における教
職志望学生の「理想の教師像」について調査を
し、教育実習での経験を通してどのような変化
があるかを自由記述の計量的研究によって明ら
かにする。具体的には、教師像について自由記
述で答えさせるアンケートをしたうえで、結果
を対応分析及び共起ネットワーク分析等の計量
的分析によって検討し、記述の傾向を計量的に
検討する。また、教員志望度による違いを検討
することで、より細かく教育実習による「理想
の教師像」の変化を見出すことを目的とする。

２．研究方法
既に述べたように、中教審答申では教師像を
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3 つの要素に整理したり、一方で各都道府県や
市区町村では求める教師像がそれぞれあったり
と、教師像については現時点で統一的な構成要
素が整理されていない。また、須田（2017）は、
教職の「専門性」をいかに育てるか、というこ
とについて、「教師の役割や教師に対するイ
メージを、日々更新していく努力をしていくこ
とが必要」と述べており、本研究では何か普遍
的な「教師像」がある、という想定よりも、常
に教師像の形が変化していくものであると捉え
た。そこで、何らかの尺度を作った上で、量的
な調査を実施するのではなく、記述された「教
師像」の内容から、また内容の変化から、「教師
像」という姿について、検討したいと考えた。

そこで、本研究では、教育実習での経験を通
してどのような変化があるかについて、教育実
習前後で「教師像」を記述してもらい、集団と
しての特徴やその傾向の変化について、対応分
析やコレスポンデンス分析といった手法から、
調査・分析を進めることとした。

（１）対象者
研究協力が得られた、私立A大学で教員免許

状取得を目指し、教育実習事前指導・教育実習
を履修している 4 年生合計90名（男子：43名、
女子47名）を対象とした。

（２）調査時期
調査は、教育実習の前と後、計 2 回行った。

教育実習前は、 5 月上旬に実施した「教育実習
事前指導」の最終回において実施した。教育実
習後は、実習記録の提出時に調査票を配布し、
1 週間の期限を定め、実施した。ただし、教育
実習の実施時期は調査対象者である学生によっ
て異なり、教育実習前の調査からあまり時間が
空くと、教育実習による効果なのか、それ以外
の効果なのか推定することが難しくなると考
え、今回は、5 月下旬～ 7 月中旬に教育実習が
終了している学生分を分析の対象とした。

（３）調査内容
調査は無記名であるが、事前調査と事後調査

を結びつけるため、調査対象者の【「誕生月」－
「電話番号の下 4 桁」】によって生成される任意

の 6 桁の「ID」番号を最初に記入してもらう形
式をとった。事前指導では性別、教員志望度、

「教師像」についての自由記述等、事後指導では
同じく、「教師像」についての自由記述等を調査
した。なお、事前調査でとっている「教員志望
度」は、「あなたの現在の教員志望度について教
えてください」という教示のもと、「とてもなり
たい、なりたい、どちらでもない、あまりなり
たくない、なりたくない」の 5 件法で回答をし
てもらった。教師像についての自由記述は「あ
なたの目指す理想の教師像について具体的に教
えてください」という教示で回答してもらっ
た。

（４）倫理的配慮
本研究は、ヘルシンキ宣言を尊重し、対象者

の人権及び利益の保護に配慮した研究計画を立
てて実施した。調査票の冒頭に、本調査の目的、
処理の方法、授業や教育実習とは無関係である
こと、1 件 1 件の回答を見ないこと、目的外の
流用がないことを明示するともに、調査協力は
自由意志に委ねられており、答えたくない質問
は答えなくて良いこと等を明示して実施した。
また調査票はその場では回収せず、後日設けら
れた回収ボックスに各自が提出する方法をと
り、参加の自由意志を担保した。

３．結果および考察
方法で述べたとおり、教育実習前後での「教

師像」の変化について、集団としての傾向や特
徴の変化について検討するため、林（1982）が
提唱した数量化III類の手法を用いて分析をす
る。具体的には、KH Coder（2.00f）を用いて、
出現単語数、対応分析、コレスポンデンス分析
をしながらその傾向について述べていく。

（１）回答件数と教員志望度
調査票は、事前調査は84件（回収率93.3%）、

事後調査は54件（64.3%）の回収があった。ま
たそのうち、事前調査と事後調査で対応が認め
られたのは48件（53.3%）であった。以下では、
この対応が認められた48件について分析を
行った。

まず、教員志望度の分布について、表 1 に示
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した。本論冒頭でも述べたが、山口ら（2010）
や、原（2013）が明らかにしている通り、教員
志望度は教員養成における様々な因子に影響が
あることを鑑み、本研究では「上位群」と「下
位群」にわけて、教師像に関する記述を分析す
ることにする。そのため、「とてもなりたい」、

「なりたい」と答えた学生と、「あまりなりたく
ない」、「なりたくない」と答えた学生はそれぞ
れ上位群、下位群、とした上で、件数の偏りを
最小化するため、中間である「どちらでもない」
も下位群にいれ分析を行った。よって、上位群
31件、下位群19件で分析を進めた。

（２）出現単語数
ここからは、KH Coderを用いた分析の結果

について示す。なお、KH Coderに結果を入れ
るにあたり、いわゆる「子ども」を示す単語の
使われ方が学生によって異なっていたため、予
め修正を行った。具体的には、「生徒」、「生徒
達」、「生徒たち」、「児童」、「児童達」、「児童た
ち」、「子供」、「子ども」、「子供達」、「子どもた
ち」、「こども」はすべて「子ども」に統一した。
ただし、予め複合語検索を行った結果、「児童理
解」と「生徒指導」という言葉が抽出されてお
り、これらについては複合語であると認められ
たため、修正していない。

表記を統一した上での、出現単語数の上位10
件は、表 2 に示すとおりである。教育実習前後
では、順位の上下があるものの、上位10件に差
は無かった。教育実習前後ともに「子ども」と

「教師」が上位 2 単語として確認された。先行
研究において、教員養成課程に在籍している学
生にとって、子どもとどのように関わればよい
か、ということは大きな関心とされており

（Haritos,2004; Stoughton,2007; 長谷川,2007）、
優れた教師ほど児童と関わる際の情動能力を意
識的に使用していることが報告されている

（Hosotani, 2011）。このことから、理想の教師

像を語る上で、「子ども」と「教師」は切り離せ
ないものという共通理解が図られていると推測
できる。また、「信頼」「授業」の出現回数も多
かったことから、理想の教師像として信頼され
ることや良い授業・分かる授業ができることが
重要であると考えられる。さらに、「先生」につ
いても複数回出現していたことから、「子ども」
だけでなく「先生」との関係性についても理想
の教師像の重要な要素であると判断できる。

次節以降では、実際に使われ方にも差がない
のかどうかについて対応分析、コレスポンデン
ス分析の結果を示し、さらに細かく検討してい
く。

（３）対応分析の結果から
対応分析は、コレスポンデンス分析の一種で

あり、カテゴリカルデータ間の距離について座
標平面上に図示することができる方法である。
ここでは、教員志望度の上位群・下位群と実習
前・後の計 4 群（教員志望度上位群：実習前、
教員志望度上位群：実習後、教員志望度下位
群：実習前、教員志望度下位群：実習後）につ
いて、出現単語の傾向がどのように異なるか、
対応分析の結果から検討した。なお、総単語数
は336語であるが、KH Coderは初期設定で60
語を表示する設定になっており、本研究でも出
現回数を調整し、分析対象の単語を絞った。そ
の結果、最小出現回数を 4 回とし、結果51語を
分析対象とした。

その結果を図 1 に示す。対応分析の結果、成
分 1（寄与率70.27%）、成分 2（寄与率16.01%）、
成分 3 （寄与率13.73%）で収束し、図 1 では
成分 1 と成分 2 の結果を図示した。横軸であ
る成分 1 は上位群が右側、下位群が左側に分か
れたことから「教員志望度による差」の軸と名
づけた。縦軸である成分 2 は、教育実習後が下
に、教育実習後が上にあることから、「実習前後
による差」と名づけた。

教員志望度 とてもなりたい なりたい どちらでもない あまりなりたくない なりたくない

人数（名） 23 8 8 6 5

割合（%） 46.0 16.0 16.0 12.0 10.0

表１　教員志望度の回答結果
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図１　「教師像」の記述を対応分析した結果

表２　教育実習前後での「教師像」記述の出現単語数（上位10件）

教育実習前 教育実習後

　 抽出語 出現回数
（回） 　 　 抽出語 出現回数

(回)

1 子ども 64 　 1 子ども 64

2 教師 52 　 2 教師 57

3 する 42 　 3 する 44

4 できる 33 　 4 できる 24

5 信頼 23 　 5 授業 18

6 なる 12 　 6 信頼 18

7 ない 11 　 7 考える 13

8 授業 11 　 8 なる 11

9 先生 10 　 9 ない 10

10 考える 9 　 10 先生 10
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「教員志望度による差」については、右側に単
語数が少なく、左側に単語数が多い結果となっ
た。このことから、そもそも教員志望度が高い
学生は、「教師像」とされたときに記述される文
章が長く、様々な言葉と結びついた「 1 文」で、
教師像が表現されていることが分かる。恐ら
く、教員になりたいと思っている学生ほど、目
指す教師像の認識が幅広い内容を含んでいるの
だと思われる。
「実習前後による差」は、上位群側から「向き

合う」、「連携」、「指導」といった言葉が実習後
側に見られる。これらは実際の文に立ち返って
みてみると、「子どもと向き合う」、「～～のよう
に子どもを指導する」、「保護者と連携する」、

「他の教員と連携する」など、自分が、他者とど
のように接するか、接することが必要か、と
いったことについて述べられたものであった。

「向き合う」は実習前が 3 件に対し、実習後が
5 件に、また「連携」という言葉は、実習前が
1 件、実習後が 3 件、「指導」という言葉も実
習前 1 件に対し、実習後 4 件と、実習後に記述
回数が多い傾向が見られた。

本節での分析の結果、出現単語の傾向は、「教
員志望度による差」と「実習前後による差」が
見られた。前者は主に単語数の多い少ないが決
定的に認められ、後者は他者との関わりに関す
るものが多いことが、出現単語の具体的傾向と
して確認できた。

米沢（2007）は、教職志望度の高い者ほど、
教育実習を通して教職を目指す自覚を身につ
け、教師になるために必要な向上心や探求心を
獲得していること、これまで受講してきた大学
の授業科目の内容の理解を深め、実習経験を今
後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発
見に役立てていることを示している。先行研究
において教員志望度の違いによる差が明らかに
されているように、本研究でも教員志望度に
よって差異が生じ、「理想の教師像」の考え方に
おいては教員志望度の高い者ほどより多様な視
点で語られ、具体的に表現されることが示唆さ
れた。

また、三島（2007）は、教育実習で実際の子
どもと関わることでステレオタイプ的見方では
なく現実に即して子どものありのままの姿が多

面的に見られるようになり、子どもを創造的に
捉えられるとうになることを明らかにしてい
る。磯﨑（2014）は、教育実習を通して課題が

「自己」から「子ども」に関することに移行する
こと、子どもの個性を把握することから本質を
理解しようとするようになること、教職に関す
る心構えが勤務や仕事中心のことから教師とし
ての人間性へと意識が変容することを報告して
いる。本研究においても教育実習後に「連携」

「向き合う」「指導」など自己の問題ではなく他
者と関わりの強い単語が見られるようになった
ことは、教育実習の効果として考えられる。

（４）共起ネットワーク分析の結果から
KH Coderにおける共起ネットワーク分析

は、抽出された単語が、他のどのような単語と
結びついて文章として出てくるか、その関係性
について分析することが可能な方法である。本
節では、前節で行った 4 群ごとでは、単語数が
少なく分析できない（特に、教員志望度下位群
は記述が単調であり、出現単語の結びつきの傾
向が分析できない）ため、教育実習前、教育実
習後の 2 群について、それぞれ共起ネットワー
ク分析の結果から、どのような出現単語の関係
性があるか明らかにしながら、学生の教師像に
関わる認識について検討した。なお、共起ネッ
トワーク分析における指標としては「媒介中心
性」を用いた。媒介中心性が高い単語というの
は、色々な人の回答の中で、共通にキーワード
になっているものを指す場合が多い。結果、教
師像について分析をするにあたって、どのよう
な単語をキーワードに教師像が語られている
か、またキーワードが実習前後で異なれば、ど
のような違いがあるか検討することが出来るた
め、適切な指標と考えた。KH Coderでは媒介
中心性が一定以上ごとに色が濃くなり単語が表
示される。また円が大きいほど出現回数が多
い。なお、KH Coderで共起ネットワークを出
力した場合、グレースケールだと差が見づらい
ため、KH Coderの結果をRコードとして一旦
保存した上で、Rを用いて媒介中心性スコアを
計算し、表を作成した。
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①教育実習前の共起ネットワーク
教育実習前は合計で243単語あり、出現単語

数 2 回では77単語でやや煩雑で傾向が理解し
づらかったため、出現単語数 3 回、37単語で分
析をした。その結果が図 2 、及び表 3 である。

結果を見ると、最も色が濃い単語は「理解」
であり、以下 2 番目が「目線」、「信頼」、「目指
す」という単語であった。実際の文章では、理
解について「理解して、～をする教師」、「目線」
については「子どもの目線で～できる教師」、信
頼については「信頼され、～できる教師」、と
いった形で語られ、上記でいう「～」の部分に
おいて人によって様々な単語が入った結果、中
心性が高くなったものと思われる。以下に例を
挙げる。

・�児童理解を基に、「分かる授業」、「児童
が主体的に参加する授業」ができる教員

・�児童一人一人のことを理解して、児童の
目線に立って物事を考えられる。

・�日々向上心をもち、学びつづけ、児童の
内面的理解に努められる教師。

�・�児童生徒と同じ目線、気持ちを考え、安
心と信頼を与えられる教師

・�子ども、保護者、先生方から信頼される
教師。

・�みんなの心の拠り所となり誰からも信頼
される教員

図２　教育実習「前」の共起ネットワーク分析の結果
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すなわち、教育実習前は、「子どもを理解するこ
と」、「子ども目線で考えること」、「信頼される
こと」を通した教師像について記述している学
生が一定程度いたと推測される。なお、次点で
媒介中心性が高い「目指す」、「理想」について
は、教示文を主語とした「私が目指す教師像は」
や「理想の教師像は」という書き出しで始まる
文章が多いことによる影響と思われる。

②教育実習後の共起ネットワーク
教育実習後については、合計で266単語あり、

出現単語数 2 回では71語とやはりやや煩雑で傾
向が理解しづらかったため、出現単語数 3 回、
35単語で分析をした。その結果が図 3 である。

結果を見ると、媒介中心性が高い、最も色が
濃い単語は「得る」であり、次いで「信頼」、「行
う」、「常に」といった単語が、高い媒介中心性
を示す結果となった。

実際の文章では、「得る」について、「信頼を得
ることで、～～」、「信頼を得るために～～」と
いった文脈で語られ、「信頼」については上記に
加えて「信頼され～、できる」といった表記が見
られた。「行う」については、「～を行う」、「常に」
については「常に、～する教師」といった文脈で
語られ、上記でいう「～」部分において人によっ
て様々な単語が入った結果、媒介中心性が高く
なったものと思われる。以下に例を示す。

・�信頼を得ることで、授業で児童とのやり
とりもスムーズにできたり、児童への指
導方法に　　ついて、保護者の方から理
解・協力をしてもらえたりするからであ
る。

・�信頼を得るためには、児童と全力で向き
合うことや報告・連絡・相談を忘れない
こと、分からないことをそのままにせず
調べ、聞きに行く積極性を常にもつこと
を心がける。

・�常に笑顔で児童と接し、信頼されるよう
な教師

・�児童が興味をもてる授業を行うことがで
きる教師

・�教科指導、生徒指導どちらにおいても常
に生徒を一番に考え、行動できる教師

すなわち、教育実習後は、「信頼されること」、
教師らしい行動を「行う」こと、「常に」何か教
師らしい振る舞いをすることを通じた教師像に
ついて記述している学生が一定程度いたと推測
される。

③教育実習前後の比較
教育実習前と比較すると、教育実習後では子

どもを理解すること、子ども目線で考えること
はキーワードではなくなり、「行う」、「常に」と
いった教師自身の振る舞いが新たに登場してき
たことがわかる。「信頼」というキーワードは、
実習前も実習後もあることから、教師にとって

「信頼」は欠かせないものであるとの共通理解
が図られていると判断できる。しかし、実習前
については「信頼されること」だけだったが、
実習後はさらに「信頼を得る」ということを
キーワードに記述している学生も一定程度い
た。「信頼」という共通性を持ちながらも、教育
実習後では「得る」といった行動性を含んだ表
現がなされ、教師像が語られていることは興味
深い。他に、実習前と実習後で媒介中心性が上
がっている名詞として、「連携」という言葉もあ
る。実習前の共起ネットワークには、「連携」と
いう言葉自体が登場しない結果（すなわち、連
携について書いた学生が 2 名以下）だったが、
実習後では「連携」という言葉が共起ネット
ワーク上に登場する上、その媒介中心性も35
単語中10番目である。「連携」という言葉の周
りには「先生」、「地域」、「保護者」などがあり、
連携の在り方についても、教師像の要素の一つ
として捉える学生が、実習後には一定程度出て
きたことが推察できる。

先にも述べたが、磯﨑（2014）は、教育実習
を通して子どもの個性を把握することから本質
を理解しようとするようになること、教職に関
する心構えが勤務や仕事中心のことから教師と
しての人間性へと意識が変容することを報告し
ている。また、高垣（2015）は、現場における
教師や生徒等との関係性が、教育実習生の認知
面と心理面の変化に大きな影響を与えているこ
とを考察している。これらを踏まえると、教育
実習を通じて実際に子どもと関わり本質を理解
していこうとする中で、教師自身の振る舞いに
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図３　教育実習「後」の共起ネットワーク分析の結果

実習前 実習後

単語 媒介中心性
スコア 単語 媒介中心性

スコア
理解 204 得る 177
目線 137 信頼 147
信頼 127 行う 89
目指す 127 常に 89
理想 121 目指す 87
持つ 120 学級 84
授業 92 子ども 79
将来 85 笑顔 76
分かる 71 授業 65
人 70 連携 65
大切 60 感じる 65
良い 55 考える 46
日々 50 人 39
伸ばす 36 先生 37
成長 36 向き合う 35

表３　媒介中心性スコア（上位15単語）
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ついて考えるようになったのではないかと考え
られる。ゆえに「連携」といったより具体的な
キーワードも抽出されたと推測できる。

４．まとめ
本研究は、教育実習前後における教職志望学

生の「理想の教師像」について、KH Coder
（2.00f）による出現単語数、対応分析、コレス
ポンデンス分析を行い、教育実習による変容に
ついて検討した。その結果、以下の 3 点が明ら
かになった。
1 ．�「目指す教師像」を語る上で、「子ども」「教

師」「信頼」「授業」はとても重要なキー
ワードである。

2 ．�教員志望度が高い者ほど、「目指す教師像」
の認識が幅広く様々な内容を含んでいるの
に対し、教員志望度が低い者は使用される
単語数が少ない。

3 ．�教育実習後には、「信頼を得る」「連携」な
ど他者との関わりに関することが多く語ら
れ、「目指す教師像」を考える上で教師とし
ての振る舞いについて、他者との関わりや
行動性を含んだ表現を加味しながら、自分
自身で具体的に考えられるようになる。

目指す教師像を明確に持つことは、その後の
キャリアを考える上でも意味のあることであ
る。Howard J. Kleinら（1996）は80を超える
研究をまとめた結果、目標へのコミットメント
の最も重要な先行要因は、自分で決める、ある
いは自分がかかわって決めるというものである
ことを報告している。また、自律的に動くため
には、「～になりたい」といった目標意図とその
実現に向けた見通しなどの実行意図が共にある
ときが最も効果的であることが示されている

（Sheeran Pら、2005）。今回、教職志望度の高
低で差が認められたことに対し、教員志望度の
高い学生には、教育実習で実践的な経験を沢山
行い、さらにはそれをしっかりと振り返ること
を通して、より自らが目指す教師像を具体化さ
せていけるよう支援していく必要があると考え
られる。また、こういった支援を通じて、昨今
の政策的な背景として挙げた「学び続ける教員
像」のような自律的に学ぶ姿勢や、多様な専門
性を持つ人材と効果的に連携・分担することな

どに向けた態度を養成していくことも重要であ
る。教育実習を行う学生の中にも一定程度、教
職志望度の低い学生を含むことから、彼らに対
しては教育実習に行く前に目的やその後のキャ
リアとの繋がりを整理させてから実習に臨ませ
る必要があるのではないだろうか。
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